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別れと出会いの季節、そして未来へ／にこにここども園卒園式

こんなことが決まりました
１月臨時会・３月定例会
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令和２年度当初予算
歴史伝承・福祉向上・農業復興加速
予算可決
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●●8 ズバリ!!町政を問う
遠藤一善議員一般質問
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遠藤一善議員一般質問

３月の
定例会
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歴史伝承・福祉向上　・農業復興加速  予算可決歴史伝承・福祉向上　・農業復興加速  予算可決歴史伝承・福祉向上　・農業復興加速  予算可決歴史伝承・福祉向上　・農業復興加速  予算可決歴史伝承・福祉向上　・農業復興加速  予算可決
３月定例会報告

《一般会計  185億円　　　　 特別会計  52億円　総予算237億円超》《一般会計  185億円　　　　 特別会計  52億円　総予算237億円超》
　令和２年３月定例会は３月３日から６日まで４日間の会期で開催しました。
　令和２年度一般会計及び特別会計の当初予算をはじめ、令和元年度の補
正予算、条例の制定及び一部改正、人事案件、工事請負変更契約案件など、
計35件の議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。
　また、議員発委により、議会各委員会の定数を現行の7名から5名以内
に変更する条例案が提出され、全会一致で可決しました。
　一般質問では１議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方に
ついて問いただしました。（P４～P６参照）
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令和２年度
当初予算

○共生型サポート拠点整備事業費（民生費）　　　　　　　　　        ２億8128万円

○地域交流館整備事業費（民生費）　    　　　　　       　　　　　   ４億9021万円

問　共生型サポート拠点の整備と既存施設の解体スケ
ジュールとの調整状況は。（高橋　実）

答　福祉課長　解体については２月下旬に現地立ち会いを
実施しています。現在基本計画の策定中であり、事業
については関係機関に説明済です。

◇高齢者の福祉向上を図り、介護保険サービス提供の環
境を整備するため、特別養護老人ホームとトータルサ
ポートセンターを整備する。

◇子ども同士、保護者同士及び子どもと大人が交流でき
る地域の子育て交流拠点を整備する。

◇水稲150ha規模の乾燥調製施設で、現在基本計画の策
定を完了し、施設整備に向けて造成測量設計委託及び
施設建築設計委託を実施中。

○町づくり活性化事業（企画費）　� 9181万円
　富岡駅前複合施設整備に係る調査や空き家実態調査、エネルギービジョン策定を行います。

○営農再開支援水利施設等保全事業（農林水産業費） �  ４億2000万円
　町内で就農しようとする方への支援を行い、新規就農者確保、農業技術伝承を図ります。

○水産業振興事業（農林水産業費）� ７億8131万円
　富岡川の水産業振興のためサケふ化施設を整備します。

○工業団地整備事業（商工費）� 22億1839万円
　地域活性化を図るための産業団地整備を引き続き実施します。

○各種基金積立金� 10億5172万円
　各種基金積立金及び利子積立金などです。

【令和２年度の主な事業】

○被災地域農業復興総合支援事業（農林水産業費）　　　　　　　　 19億3314万円
《農業復興の加速へ、カントリーエレベーター整備》

○歴史民俗資料館事業費（教育費）　　　　　　　　　　　　　　    ７億5532万円
《歴史・文化の伝承へ　アーカイブ施設整備》

《高齢者の福祉向上へ共生型サポート拠点整備》

《子どもの屋内遊び場へ地域交流館整備》

本格的な建築工事が始まったアーカイブ施設

地域交流館整備イメージ

整備候補地の富岡第二小学校

◇町内の文化財の保全や震災遺産等の３D計測、震災体
験を伝承する事業を実施する。

◇富岡町の歴史や震災、原発事故を後世に伝えるための
拠点施設であるアーカイブ施設が本格的な建築工事に
着手、ソフト面の展示物の製作等を実施する。

【令和３年夏開所予定】

【令和３年12月竣工予定】

【令和３年３月完成予定】

【令和３年秋完成予定】

問　カントリーエレベーター整備財源及び候補地の地権
者との調整状況は。（渡辺三男）

答　産業振興課課長補佐
　　敷地購入は町単独費、造成及び建設費は国補助となり

ます。地権者とも前向きに調整中です。

問　財源について国庫補助等の活用は。（堀本典明）
答　福祉課課長補佐
　　工事費等について国の交付金及び交付税を活用予定

です。
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定例会・臨時会　工事契約・工事変更契約定例会・臨時会　人事案件・条例制定・条例改正

新
た
な
教
育
長
に

岩
崎　
秀
一
さ
ん

　
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
な
教
育
長
に
岩
崎
秀
一
さ

ん
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
の
３
年
間
で
す
。

（
３
月
定
例
会
）

賛
成
13
票
・
反
対
0
票

教
育
長
を
退
任

石
井　
賢
一
さ
ん

　

令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
、
石
井
賢
一
さ
ん
が
教
育
長

を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

【３月定例会のあらまし】
　令和２年３月定例会は３月３日から６日まで４日間の会期で開催しました。
　条例の制定・改正案件や工事請負契約の変更案件、令和元年度補正予算、令和２年度当初予
算など、36件議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。
　一般質問では１議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について問いただしま
した。

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

工
事
契
約

工
事
契
約

工
事
変
更
契
約

工
事
変
更
契
約

［利便性向上の為の道路新設工事］
　六反田２号線整備工事の請負契約
について、可決しました。

（１月臨時会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の概要】
○工期　令和３年３月26日まで
○契約金額　１億9445万8000円
○工事概要　

環境省特定廃棄物処分場の放流水
モニタリングポストへのアクセス、
地域交通網整備のための道路新設工事

○契約相手方  
　富岡町大字本岡字王塚646－１
　株式会社　丸東

［工期及び契約金額の変更］
　曲田都市計画街路４号線築造工事

（３工区）その２の工期延長及び契約
金額の変更について、可決しました。

（３月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○工期  令和２年３月23日までを
　　　  令和２年５月29日に変更
○契約金額
　（変更前）1億6706万9100円
　（変更後）1億7589万0000円
○変更理由　

環境省の盛土材（砕石）搬入工程遅
延による工期の延長及び盛土工遅
延に伴い必要となった養生工、構
造物撤去工の追加により契約金額
の変更となったもの。

［大規模区画確保の為の区画統合］
　富岡産業団地整備工事に係る契約
金額の変更について、可決しました。

（３月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○契約金額
　（変更前）39億5730万2520円
　（変更後）39億4158万0960円
○変更理由　

計５区画を一つの区画に統合する
ことにより範囲内区画道路の削除
及び変更、上水道管経路変更及び
交通誘導員配置計画の変更、暗渠
排水工の追加により契約金額の変
更となったもの。

今後工事が開始される六反田２号線

改修工事が完了した旧大原本店

人
事
案
件

人
事
案
件

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
を
定
め
る

　
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
関
係

す
る
町
条
例
の
一
括
改
正
を
す

る
た
め
の
条
例
を
可
決
し
ま
し

た
。

（
３
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
東
日
本
大
震
災
等
に

よ
る
被
災
者
に
対
す
る
令
和

２
年
度
の
町
税
等
の
減
免
に

関
す
る
条
例
を
定
め
る

　
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力

災
害
の
被
害
を
受
け
た
納
税
義

務
者
等
の
納
付
す
べ
き
令
和
２

年
度
町
税
等
の
減
免
の
措
置
を

講
ず
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
３
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
定
め
る

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
３
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
奨
学
資
金
貸
与
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
定
め
る

　
指
定
寄
付
金
の
受
領
に
よ
り
、

所
要
の
改
正
を
す
る
条
例
を
可

決
し
ま
し
た
。

（
３
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
文
化
財
建
造
物
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
定
め
る

　
歴
史
的
な
価
値
を
有
す
る
文

化
財
建
造
物
の
保
存
及
び
管
理

を
促
進
し
、
地
域
文
化
の
振
興

を
図
る
た
め
の
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。

（
３
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

条
例
制
定

条
例
制
定

条
例
改
正

条
例
改
正

岩崎秀一さん
（小良ヶ浜）

石井賢一さん
（西原）

矢内秀行さん
（下郡山）

【
略
歴
】

昭
和
34
年
生　
60
歳

平
成
28
年
4
月
よ
り
富
岡
町

立
富
岡
第
一
小
学
校
長
と
し
て

着
任

（
令
和
２
年
３
月
退
職
）

教
育
委
員
に

矢
内　
秀
行
さ
ん
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育
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員
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任
期
満
了
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伴

い
、
新
た
な
教
育
委
員
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矢
内

秀
行
さ
ん
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

任
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和
２
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月
１
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か
ら
の
４
年
間
で
す
。

（
３
月
定
例
会
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賛
成
13
票
・
反
対
0
票
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一般会計一般会計

《17億7146万円を減額補正》

事　業　内　容  （費目名） 補 正 予 算 額

児童手当支給事業費 2804万円減

営農再開支援事業費（営農再開支援事業補助金等） 2189万円減

農地基盤整備対策事業費（委託料・工事費等） 7億6540万円減

水産業振興事業費（調査設計監理委託料・用地購入費等） 4646万円減

中小企業等支援事業費 3585万円減

工業団地事業費（物件移転補償費等） 2243万円減

道路新設改良事業費（負担金・委託料・用地購入費等） 3573万円減

防災事務諸経費（工事請負費等） 4182万円減

その他 7億7384万円減

　事業の完了・精査による減額計上により17億7146万円の減額補正を行い、総額211億
1043万円となりました。補正のあった主な事業は下表のとおりです。

定例会・臨時会　条例廃止・指定管理者の指定定例会・臨時会　補正予算

富
岡
町
農
村
広
場
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
を
定
め
る

　
公
園
施
設
の
効
率
的
な
管
理

を
行
う
た
め
富
岡
町
農
村
広
場

を
廃
止
す
る
条
例
を
可
決
し
ま

し
た
。

（
３
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
複
合
商
業
施
設
の

指
定
管
理
者
を
指
定

　

富
岡
町
複
合
商
業
施
設
の
管

理
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

《
指
定
管
理
者
》

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社　

福
島
支
店

支
店
長　

半
澤　

実

（
３
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
社
会
体
育
施
設
の

指
定
管
理
者
を
指
定

　
富
岡
町
社
会
体
育
施
設
の
管

理
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

《
指
定
管
理
者
》

公
益
社
団
法
人
富
岡
町
さ
く
ら
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社　

代
表
理
事　
堀
川　

章
仁

（
３
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

条
例
廃
止

条
例
廃
止

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

廃止される上手岡農村広場

質

応
疑疑

答答

【
複
合
商
業
施
設
指
定
管
理
者
】

問　
指
定
管
理
者
の
行
う
業

務
に
つ
い
て
詳
細
説
明
を
。

（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

保
安
警
備
、
設
備
保
守
、

環
境
衛
生
と
い
っ
た
施
設
の
維

持
管
理
上
で
必
要
な
空
調
関

係
、
店
舗
内
清
掃
、
ご
み
管
理
、

修
繕
や
町
担
当
課
と
の
調
整

業
務
で
す
。

問　
指
定
管
理
者
が
常
駐
し
、

な
に
か
あ
っ
た
際
は
即
時
対

応
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
よ

い
か
。（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

指
定
管
理
者
の
協
力
会
社

が
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で

警
備
を
行
い
、
深
刻
な
状
況

に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応

し
ま
す
。

【
富
岡
町
文
化
財
建
造
物
】

問　
文
化
財
建
造
物（
旧
大
原

本
店
）に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
く
の
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
生
涯
学
習
課
長

　

施
設
内
事
務
室
に
入
居
す

る
団
体
に
受
付
や
清
掃
、
担

当
課
と
の
連
絡
調
整
を
任
せ

管
理
費
な
ど
が
か
か
ら
な
い
よ

う
な
運
営
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

問　
現
時
点
で
の
管
理
団
体

の
具
体
案
は
あ
る
の
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
生
涯
学
習
課
長

　

管
理
団
体
と
し
て
は
維
持

管
理
、
連
絡
業
務
の
件
も
含

め
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
産
業
団
地
整
備
工
事
】

問　
区
画
統
合
に
伴
う
減
額

と
い
う
こ
と
だ
が
、
大
規
模

区
画
に
す
る
こ
と
で
実
際
に

企
業
が
進
出
す
る
見
込
み
は

あ
る
の
か
。（
渡
辺
三
男
）

答　
企
画
課
長

　

現
在
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
お
り
、
具
体
的
に
大
規
模
区

画
を
希
望
し
て
い
る
企
業
と
接

触
し
て
い
ま
す
。

問　
大
規
模
な
区
画
を
希
望

す
る
企
業
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る

の
か
。（
渡
辺
三
男
）

答　
企
画
課
長

　

産
業
団
地
全
体
と
し
て
先

般
実
施
し
た
２
期
募
集
で
も

２
社
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

双
葉
郡
内
に
物
流
関
係
で
関

心
を
抱
い
て
い
る
企
業
も
あ

る
と
聞
い
て
お
り
、
区
画
の

大
小
に
限
ら
ず
多
数
問
い
合

わ
せ
を
受
け
て
い
る
状
況
で

す
。

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
】

問　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
事
業
費
の
減
額
理
由
は
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
健
康
づ
く
り
課
長

　

例
年
、
対
策
と
し
て
衛
生

品
、
医
薬
品
の
備
蓄
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で

物
品
の
納
品
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
予

算
で
の
対
応
と
し
、
今
年
度
予

算
は
減
額
と
し
た
も
の
で
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
、
万
が
一
感
染
が
疑

わ
れ
る
場
合
の
町
内
の
医
療

体
制
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
健
康
づ
く
り
課
長

　
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は

保
健
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
相

談
窓
口
を
通
じ
て
対
応
し
た
医

療
機
関
を
受
診
し
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問　
農
業
者
支
援
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
、
半
分
に
満
た

ず
に
減
額
と
な
っ
て
い
る
が

状
況
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

避
難
農
業
者
が
避
難
先
で

農
業
を
再
開
し
た
場
合
の
補

助
に
つ
い
て
は
対
象
者
が
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
減
額
。
が

ん
ば
る
農
業
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
の
利
用
見
込

30
件
と
し
て
予
算
の
減
額
を

し
た
も
の
で
す
。

【
指
定
管
理
者
制
度
と
は
】

　
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
包
括
的
に

代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

質

応
疑疑

答答
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一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

３月定例会の一般質問に１議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

１議員が
質　問

ズバリ

うを

■ 遠藤　一善 議員　　　　　　９
◯大倉山森林公園の機能回復を
◯町内人口増に向けた具体的施策は

1

動画配信中！

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。
※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

とみおか議会だより 202号とみおか議会だより 202号9 88

ズバリ！！ 町政を問う

遠藤 一善 議員

問
答

大倉山森林公園の機能回復を
放射線量の推移を確認して判断

問　
震
災
前
、
小
中
学
生

の
森
林
学
習
を
は
じ
め
、

町
民
の
安
ら
ぎ
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
た
大
倉

山
森
林
公
園
を
、
里
山
機

能
回
復
の
位
置
づ
け
と
し

て
再
生
を
目
指
し
た
整
備

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
町

の
考
え
は
。

答　
町
長

　
大
倉
山
森
林
公
園
の
整
備

に
つ
い
て
は
今
後
の
町
内
森

林
整
備
事
業
の
進
捗
や
、
森

林
公
園
内
の
放
射
線
量
の
推

移
を
確
認
し
、
再
開
に
向
け

た
整
備
時
期
を
判
断
し
ま
す
。

問　
遊
歩
道
コ
ー
ス
の
除

染
後
の
放
射
線
量
の
現
状

は
。

問
　
さ
ら
な
る
人
口
増
を

目
指
し
居
住
環
境
整
備
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

来
年
度
の
具
体
的
施
策
は
。

答　
町
長

　
町
営
住
宅
王
塚
第
２
、
第

３
団
地
へ
の
入
居
開
始
、
住

宅
分
布
等
を
把
握
す
る
基
礎

調
査
、
地
域
魅
力
の
発
信
と

首
都
圏
等
で
の
移
住
相
談
会

へ
の
参
画
、
除
草
剤
の
配
布
、

新
た
な
桜
の
植
樹
に
よ
る
桜

並
木
の
保
持
形
成
な
ど
を
行

い
、
よ
り
よ
い
居
住
環
境
の

創
出
を
図
り
ま
す
。

問
　
観
光
と
し
て
の
桜
へ

の
対
策
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
方
針
は
。

答　
産
業
振
興
課
長　

　
桜
の
樹
勢
診
断
を
実
施
し
、

各
々
の
桜
の
状
況
を
判
断
し

た
上
で
、
植
栽
等
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

問
　
二
地
域
居
住
及
び
交

流
人
口
を
増
や
し
て
い
く

た
め
の
具
体
的
政
策
は
。

答　
町
長　

　

夜
の
森
桜
ま
つ
り
、
麓
山

の
火
祭
り
等
に
よ
る
交
流
機

会
の
創
出
、
ア
ー
カ
イ
ブ
施

設
整
備
に
よ
る
町
の
歴
史
、

文
化
と
震
災
教
訓
の
伝
承
や
、

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
地
域

住
民
と
の
交
流
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
企
業
等
の
視
察
研

修
等
に
よ
る
新
た
な
人
脈
の

構
築
、拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
町
内
に
一
定
期
間
、

居
住
し
て
も
ら
う
、
体
験

住
宅
の
よ
う
な
施
策
は
。

答　
企
画
課
長　

　
お
試
し
住
宅
の
よ
う
な
形

で
、
空
き
家
の
把
握
と
町
内

居
住
人
口
等
の
情
報
を
踏
ま

え
今
後
実
施
に
向
け
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問答
町
内
人
口
増
に
向
け
た
具
体
的
施
策
は

植
樹
に
よ
る
桜
並
木
の
保
持
形
成
等
を
実
施

答　
町
長

　
平
成
30
年
度
の
事
後
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
で
は
測
定
地

点
179
地
点
の
平
均
値
は
、
地

上
１
ｍ
で
平
均

0.66
μ
Ｓ
ｖ
／

ｈ
で
す
。

問　
遊
歩
道
の
平
均
線
量

が
0.66
μ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
と
の
こ

と
だ
が
、
遊
歩
道
自
体
が

高
い
の
か
、
周
辺
の
影
響

で
高
く
な
っ
て
い
る
の
か

分
析
は
。

答　
生
活
環
境
課
長

　
周
辺
の
影
響
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
地
上
１
ｍ
で
の
測

定
し
か
実
施
し
て
い
な
い
為
、

地
上
１
cm
で
の
測
定
も
実
施

し
傾
向
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。整備が待たれる大倉山森林公園

劣化の激しい桜の木
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津波で被災した鮭増殖場（解体済）

【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
出
納
室

○
議
会
事
務
局

Q 借上げ型町営住宅に多くの空きが見受けられるが、現在の問い合わせ状況や入居条
件の緩和についての考えは。

《 借上げ型町営住宅の次年度運用は 》

A 仮設住宅供与期間終了に伴い問い合わせは増加傾向にありますが、入居には至っていま
せん。次年度は町内で仕事される方、福祉関係の団体職員、ふるさと応援隊等の入居打
診があり、復興加速の観点から入居条件の緩和について検討しています。 【総務課】

Q 成人式、前年よりかなり参加人数が少なくなった。この状況だと今後成人式の開催
が難しくなるのではないかと懸念されるが、考えは。

《 成人式、継続して実施出来るよう検討すべき 》

A 大きな課題であると認識しています。成人式という形を維持するのか、違った取り組
みを実施するのか、保護者の思いや三春校の卒業生の状況も勘案し検討します。

【生涯学習課】

Q 産業団地の第２期募集３社申請があり、１社辞退と聞いたが残り２社は予定
通り契約へ進んでいくのか。

《 産業団地進出予定企業の状況は 》

A 産業団地進出希望の２社については、今後国の補助金申請を行い採択後立地協定等へ
繋げていく予定です。

【企画課】

Q 現在、当町のふるさと納税による税収は少なく、大きな収入を
得ている自治体もある。現在の状況で返礼品等難しいと思われ
るが農業振興等工夫して税収の確保を。

《 ふるさと納税、返礼品工夫による税収確保を 》

A 返礼品の選定は重要だと認識しています。他自治体と税収の取り合い
をする考えはないものの、町内産の安全性のPRや流通等の情報発信を
踏まえて検討していきます。

【総務課】

Q 富岡駅前に整備する駐車場兼イベントスペースについてどのような運用方法を
検討しているのか。

《 富岡駅前にぎわいづくりイベントスペースの運用について 》

A イベントスペースは町が整備する複合施設用の駐車場、各種ソフト事業を実施する
にぎわい創出スペースとして活用を検討しています。

【企画課】

Q 帰還困難区域への立ち入りについて、書類のやり取り等手続きが煩雑である、
カード式にするなど、運用方法の簡略化について会議等で提案しているのか。

《 帰還困難区域への立ち入り手続きの簡略化検討を 》

A 会議の場では特にカード式の提案等はしていません。防犯等の面から課題もありま
すが、国などに会議の場で提案していきます。 【住民課】

一部供用が開始される産業団地 第１期募集の４社と立地協定締結

交流促進が期待される富岡駅前保留地

2020年富岡町成人式

１番　渡辺高一

総務文教常任委員会
※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

総務文教常任委員会が調査した　主な事業について報告します。

とみおか議会だより 202号とみおか議会だより 202号11 1010
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【
所
管
課
】

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
都
市
整
備
課

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課

○
農
業
委
員
会

○
産
業
振
興
課

○
生
活
環
境
課

Q おだがいさまセンターの外部利用が１月で終了したが、サークル、いきがい活動
をしていた居住者への対応は。

《 おだがいさまセンター利用終了、利用者への対応は 》

A 施設を利用されていた方については市内の公民館等を利用して活動していただき、生
涯学習サークルについては担当課と調整していきます。問い合わせ頂いた際は市との
調整など支所として対応したいと考えています。　　　　　　　             【郡山支所】

Q 夜ノ森駅西側の道路は狭く、大型の工事車両の通行も多い為、一般車両の安全
確保の為、工事車両についてはもう一本西側の道路を利用させるなど対応を。

《 夜ノ森駅西側道路の安全確保を 》

A 道路幅員狭く、すれ違い困難な状況が見受けられます。西側の道路の利用を検討し交
通分散調整を実施いたします。　　　　　　　　　       　　　　　　  【都市整備課】

Q 除染した町道の路肩で山砂により埋め戻した部分が流出し、舗装が壊れる恐れが
ある。除染を実施した部分なので環境省に対応依頼を。

《 除染山砂の道路路肩流出への対応を 》

A 現在、全体的に路肩の補強は検討していませんが、早急に必要な部分は対応していき
ます。なお、環境省には路肩・除染部分の対応を強く申し入れていきます。

【都市整備課】

Q 現在運行している循環バスだが、杉内方面の運行予定はないのか。更なる利便
性の向上を図るべきと考えるが。

《 町内循環バスの更なる利便性の向上を図るべき 》

A 現在循環バスが６便ありますが、杉内方面の運行について運行業者と協議をしたとこ
ろ運転手の不足などにより対応は困難な状況です。引き続き利便性の確保について協
議を実施してまいります。

【産業振興課】

Q 現在、消防団員への負担が大きいと感じる。組織の再編も進んでおらず補助事
業としてのパトロール含め町として考えなければならない時期にきていると思う
が、考えは。

《 町消防団組織再編急務と考えるが 》

A 地域の実情に精通している消防団の防火・防犯パトロールは継続していきたいと考え
ます。消防団の組織再編については令和２年度内に目に見える形で報告いたします。

【生活環境課】

Q 新型コロナウイルス関連でマスク・アルコール等の備蓄はあるのか。
《 新型コロナウイルス対策の物品の備蓄は 》

A インフルエンザ等への対策として、マスク20,000枚、小さめサイズのマスク7,500枚、
アルコール、医療用マスク、防護服を防災用途とは別に備蓄しています。（数量は令和
２年２月末時点です） 【健康づくり課】

幅員が狭く、すれ違い困難な駅西側道路 交通分散調整が検討される町道清水前下千里１号線

富岡駅から富岡町役場間の循環バス

夜ノ森駅前をパトロールする消防車両

産業厚生常任委員会 産業厚生常任委員会が調査した　主な事業について報告します。
※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

とみおか議会だより 202号とみおか議会だより 202号13 1212
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原子力等
特別委員会 要望① 排気筒解体設備の電源

　　　トラブル説明を

要望③ 第２原発廃炉の工程前倒し検討を

要望② 労働環境改善、質の向上を願う

要望④ 商工業者、関係機関等との協議会
　　　 設置を求める

早川恒久議員

渡辺三男議員

高野匠美議員

安藤正純議員

東京電力㈱

東京電力㈱

東京電力㈱

東京電力㈱

第１原発の廃炉作業と同時進行となるが、人的リ
ソースの配慮等により作業ピークの抑制を願う。状
況を見ながら第２原発廃炉の工程前倒し検討を。

１・２号機の排気筒解体に伴う解体設備の電源喪失
について詳細を説明せよ。

商工業者と個別の事情に関する相談や説明の機会
を設定出来ればと考えています。関係各所と調整
し対応していきます。

アンケートを実施した結果、作業員からは使命感
を持って引き続き携わりたいと言う声も寄せられ
ています。入所時教育や不具合・事故情報等共有
しながら更なる改善に努めます。

まず第１原発の廃炉が最優先と考えており、要員確
保・適正配置を考え第２原発廃炉に遅延がないよう
対応していきます。習熟効果も期待されるので、工
程短縮に努めていきます。

排気筒の附属設備である点検用階段の手すりに
アームが接触し漏電ブレーカーが作動したのでは
ないかと思われます。現場を確認し、電源復旧作
業を実施予定です。

営業損害賠償等について町担当課や商工業者、商
工会と東京電力で組織する協議会などの相談・説
明の場を設置願いたい。

専門の作業員が離れて、事故当時の状況をしっか
りと理解する作業員が減っていると感じる、継続
雇用で更なる質の向上を図るべきと考えるが。

全員協議会報告

◆特定復興再生拠点区域内健康増進施設整備

◆共生型サポート拠点整備事業

◆地域交流館整備事業

　既存施設を解体撤去、規模を縮小し、同一立地で整備。避難指示解除の時期を念頭に令和５
年４月をオープン目標にスケジュールを設定。建築工事末工期を令和４年12月末とし、全体行
程を設定。基本計画を令和２年９月策定、年度内に施設整備検討委員会立ち上げ、６月に中間
報告、９月に最終報告予定。基本計画策定後、建築設計、工事へ。

　現在、基本計画策定中に伴い、規模感及びスケジュール案について報告。
【施設面積】

①特別養護老人ホーム（広域型／50床）　②ショートステイ　⇒　3,000㎡
③トータルサポートセンター　　　　　　　　　　　　　　 ⇒　1,000㎡　　計4,000㎡

【スケジュール】 令和３年12月竣工予定
令和２年春に基本計画を策定、夏に公募型プロポーザルを実施し、デザイン＆ビルド型の設 
計施工の一括発注、秋には業務委託契約の締結により設計業務へ着手し、令和３年１月に建
築工事に着手予定。

　実施計画策定の進捗に伴い施設イメージパース等の報告。

今後の展開が期待される夜の森地区（右下がリフレ富岡）

問　検討委員会のメンバー構成は。（早川恒久）
答　健康づくり課長

町民の代表や施設利用者、関係者等をメインに検討
しています。

問　リフレ富岡を解体すれば広大な敷地となる、先々
を考えコストを抑えた施設検討を。（早川恒久）

答　健康づくり課長
ご指摘を踏まえ、検討委員会で議論の上、整備に繋
げていきます。

問　外構工事も含めて、これだけの規模の工事を１年では厳しいのでは。（渡辺三男）
答　福祉課長

大規模な施設となる為、デザイン＆ビルドによる一括発注としたものです。類似施設の工期を参考
にスケジュールを設定しました。

問　町で施設を整備するが運営についてはどのような形で運営していくのか。（早川恒久）
答　福祉課長

運営に関してはハード整備と並行して、プロポーザル等による業者選定を行い、指定管理で検討し
ています。

問　さくらモールもあり、交通量も多いことから駐
車スペースどのように考えているか。（遠藤一善）

答　福祉課長
施設隣接で一般用、身障者用それぞれ２台ずつの
計４台で検討しています。さくらモール駐車場の
活用も想定しており、安全面については今後担当
課と協議していきます。

地域交流館内部イメージ

（約1,210坪）

【プロポーザル方式とは】
 　業務の委託先や設計者を選定する際に、企画を提案してもらい、その中から優れた提案を
 行った者を選定することです。
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戮力協心戮力協心組織
改編

議
　長　高
橋
　実

　改選後、初の議会となる令和２年第３回臨時会が４月７日に招集され、今後４年間の
議会組織構成を決定しました。
　議長、副議長の選挙を行った結果、議長に高橋実氏、副議長に堀本典明氏が選出され
ました。
　また、各委員会の選任をはじめ、双葉地方広域市町村圏組合及び双葉地方水道企業団
の議会議員の選挙や各種審議会等の委員の推薦を行いました。

高
橋
実
議
長
就
任
挨
拶

副
議
長　堀

本
　典
明

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃
よ
り
富
岡
町

議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
選
後
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　
富
岡
町
が
直
面
す
る
課
題
と
全
町
復
興
に
資
す
る
施
策
等

に
つ
い
て
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
町
執
行
部
と
議
論
を
重
ね

な
が
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
帰
還
困
難
区
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除
と
、
継
続
し
た
除

染
等
に
よ
り
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
帰
町
実
現
を

目
標
と
し
、
子
ど
も
達
が
今
後
の
未
来
、
新
し
い
時
代
に
対

応
出
来
る
教
育
環
境
の
整
備
、
富
岡
町
で
結
婚
、
出
産
し
安

心
し
て
子
育
て
を
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
や
町
民
の
誰
し

も
が
生
き
生
き
と
輝
け
る
よ
う
な
富
岡
町
の
実
現
に
向
け
最

善
の
努
力
を
尽
く
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①議席番号　②当選回数　③氏名　④議会での主な役職等

高橋　実

◇任期　令和２年３月31日から令和６年３月30日まで

－全議員の力を集結、復興に全力で取り組みます!!－

令和２年　第３回臨時会（初議会）

富岡町議会議員紹介

令和２年　第３回臨時会（初議会）

①１番　②３期
③堀本　典明
④副議長
　総務文教常任委員会委員
　議会運営委員会委員
　議会報編集特別委員会委員

①３番　②１期
③佐藤　啓憲
④議会報編集特別委員会
　副委員長
　総務文教常任委員会委員

①５番　②２期
③高野　匠美
④議会報編集特別委員会
　委員長
　産業厚生常任委員会副委員長
　双葉地方水道企業団議会議員

①７番　②３期
③安藤　正純
④総務文教常任委員会委員長
　議会運営委員会委員
　双葉地方広域市町村圏組合
　議会議員　

①９番　②７期
③渡辺　三男
④原子力発電所等に関する
　特別委員会委員長
　総務文教常任委員会委員

①２番　②１期
③佐藤　教宏
④原子力発電所等に関する
　特別委員会副委員長
　産業厚生常任委員会委員
　議会報編集特別委員会委員

①４番　②２期
③渡辺　正道
④議会運営委員会副委員長
　総務文教常任委員会
　副委員長

①６番　②３期
③遠藤　一善
④議会運営委員会委員長
　産業厚生常任委員会委員
　双葉地方広域市町村圏組合
　議会議員

①８番　②３期
③宇佐神幸一
④産業厚生常任委員会委員長
　議会運営委員会委員
　双葉地方水道企業団議会議員

①10番　②７期
③高橋　実
④議長
　産業厚生常任委員会委員
　双葉地方広域市町村圏組合
　議会議員

とみおか議会だより 202号とみおか議会だより 202号17 1616
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常任委員会等構成メンバーが決定！初当選議員の抱負

委
　員
　長
　宇
佐
神
幸
一

副
委
員
長
　高
野
　匠
美

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
　員
　長
　安
藤
　正
純

副
委
員
長
　渡
辺
　正
道

総
務
文
教
常
任
委
員
会

※ ◎委員長　◯副委員長

左から　堀本典明・佐藤啓憲・◎安藤正純・〇渡辺正道・渡辺三男

左から　遠藤一善・佐藤教宏・◎宇佐神幸一・〇高野匠美・高橋　実

◇富岡町都市計画審議会委員　　［　堀本典明　・　遠藤一善　］
◇富岡町青少年問題協議会委員　［　佐藤啓憲　・　渡辺三男　・　宇佐神幸一　］
◇富岡町総合開発審議会委員　　［　渡辺正道　・　佐藤教宏　］
◇富岡町民生委員推薦会委員　　［　安藤正純　・　高野匠美　］
◇富岡町水防協議会委員　　　　［　宇佐神幸一　］

条例に基づく各種委員

高橋実　・　遠藤一善　・　安藤正純

双葉地方広域市町村圏組合議会議員

高野匠美　・　宇佐神幸一

双葉地方水道企業団議会議員

宇佐神幸一氏

佐
藤
教
宏
議
員

小
良
ヶ
浜
行
政
区

学
歴
：
富
岡
町
立
富
岡
第
一
中
学
校

　
　
　
　
福
島
県
立
双
葉
高
等
学
校

　
　
　
　
日
本
体
育
大
学
体
育
学
部
　
卒

佐
藤
啓
憲
議
員

新
夜
ノ
森
行
政
区

学
歴
：
富
岡
町
立
富
岡
第
一
中
学
校

　
　
　
　
科
学
技
術
学
園
高
等
学
校
　
卒

　
　
　
　
（
富
岡
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
）

宇佐神幸一・安藤正純・堀本典明
◎遠藤一善・○渡辺正道◎渡辺三男・〇佐藤教宏

※議長以外の全議員が構成委員になります。

佐藤教宏・〇佐藤啓憲・◎高野匠美・堀本典明

議
会
運
営
委
員
会

原
子
力
発
電
所
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
こ
の
度
、
富
岡
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
期
待

を
裏
切
ら
な
い
よ
う
町
政
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
活
動
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。
あ
の
東
日
本
大
震
災
以
前
の
賑
わ
い
あ

ふ
れ
た
富
岡
町
を
取
り
戻
す
た
め
、
復
興
を
さ
ら
に
加
速
化

し
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
一
朝
一
夕

に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前

へ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
加
え
ま
し
て

原
子
力
事
故
に
伴
い
、
今
も
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
選
挙
で
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
初

当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
し
っ
か
り
と
研
鑚
を
重
ね
町
発
展
の
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
30
年
間
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
実
践
し
て
き

た
活
動
を
基
軸
と
し
て
、
新
た
な
町
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人    

事

　
議
員
か
ら
選
任
さ
れ
る
監

査
委
員
に
、
宇
佐
神
幸
一
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
賛
成
多

数
で
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
議
員
の
任
期
と
な
る
４
年

間
で
す
。

【
監
査
委
員
の
選
任
】

（
４
月
臨
時
会
）

  

賛
成
多
数
　
原
案
可
決
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●６月定例会は、17日（水）～18日（木）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所・氏名・性別・年齢（○歳代）を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？
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集  
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発
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責
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議
会
報
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集
特
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会

委
員
長 

高
野
匠
美

副
委
員
長 

佐
藤
啓
憲

委

　員 

佐
藤
教
宏

委

　員 

堀
本
典
明

議

　長 

高
橋

　実

富岡町議会 で

ち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつ

Ａ. 三春町の仮設校舎で学校を再開した時は、備品や教材教具も乏しく、ま
さしくゼロからのスタートでした。その中で、全教職員が知恵を出し合
い、試行錯誤しながら新たな教育活動を創り出してきました。富岡校を
再開するときは、三春校の実践を参考に、教職員一丸となって教育活動
を行ってきました。その当時の教職員の姿を見て、富岡の教育は大丈夫
だと感じていました。

Q. 震災後の富岡町の教育の現状について、どのように感じて
　 いましたか。

Ａ. 学校教育では、３年目を迎えた富岡校の教育をさらに充実させること
と、富岡町の幼・小・中学校の歴史をつないできた三春校の教育をどう
充実させていくかが課題です。生涯学習では、町に帰還した方と避難
先で生活している方を元気にするには何が必要か、何ができるかが課
題です。「人づくりを通して町を元気にする」ことが、教育委員会の責
務であると考えています。

Q. 先日、教育長に選任されましたが、展望や課題などお考えを
　 お聞かせください。

Ａ. 東日本大震災と原発事故による避難生活を経験した方々の心情を理
解すること、富岡町の復興のために尽力している方々の思いを理解す
ること、すなわち他者理解が「教育」には必要です。様々な意見に対し
て耳を傾け、時には寄り添い、時には真摯に説明する。その中で信
頼関係が生まれ、教育委員会が行う様々な取り組みに対して理解を得
ることができると考えます。もちろん教育委員会として学校教育や生
涯学習・社会教育に対して指導や助言を行うこともあります。教育長
として真摯に職責を果たしていきたいと思います。

Q. 今後、富岡町の学校教育・生涯学習に必要なことはどのよ
　 うなことだと思いますか。

【略歴】
昭和57年　国士舘大学卒
昭和57年　西会津町立奥川中学校
　　　　　      （県内各地の小・中学校に勤務）

平成15年　飯舘村立飯舘中学校　教頭
　　　　　    （主に双葉郡内の小中学校教頭を歴任）

平成２1年　富岡町立富岡第二小学校　教頭
平成２４年　浪江町立苅野小学校　校長
平成２６年　南相馬市立八沢小学校　校長
平成２8年　富岡町立富岡第一小学校 校長
　　　　　    　　　　　　　　（令和２年３月退職）

岩崎秀一（小良ヶ浜）
富岡町教育委員会　教育長
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